13/9/1 12時2分

Ⅳ．システムのカスタマイズ
書籍やネットで提供している各種システムは原則として修正ができないようになっています。システムの販売を目的としているためです。私はシステムの販売を目的としているのではなく，能力開発のためにシステムを提供しています。

私は専門家ですが私の考え方が全て正しいとは思っていません。また，専門家であれば自分なりの創意工夫を加えてオリジナルの計画書や提案書を作成したいと思うのはあたり前のことです。

このような考えのもとにシステムを提供させていただいています。提供している各種システムをそのまま使うだけでなく，自由に変更（カスタマイズ）する方法・考え方をお伝えすることが能力開発のために大切であり，またシステムを使う専門家として読者の皆さんのニーズにあっていると思い，本章でカスタマイズの方法をお伝えします。
１．システムのメニューを使いシステムのシートをカスタマイズ

(1)隠している部分を表示させる

　このシステムでは，印刷される部分（画面でみえている部分）を使用しているだけでなく，隠してみえなくしている部分（非表示）に計算式が設定してあり，この計算式がリンクするようになっています。

メニュー№Ｃ　各種処理　→　６：システム部分表示（６と入力）　→　ＯＫ　とすると，この各シートで隠されている計算領域が表示されます。
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　６：システム部分表示　処理を実行することで，下図のように隠れた計算式の入っているＨ～Ｍ列が表示されました。
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(2)[ 保護の解除 ]を使う

メニュー№Ｃ　各種処理　→　２：保護の解除（２と入力）　→　ＯＫ　とすると，このシステムの全てのシートの計算式の保護が解除されて自由にセルの計算式を変更することができます。
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(3)カスタマイズを実施する

　隠れている行，列を全て表示し，計算式の保護を解除した状態になれば自由に計算式をカスタマイズすることができます。使用するみなさんの創意工夫でカスタマイズを実行してください。カスタマイズを実行できるのは以下の内容だけですので注意して下さい。

1 セルに格納されている計算式

各シートのセルに設定してある計算式を自由に変更することは可能です。罫線で囲まれているシートの各エリア以外に計算式を設定し，自由にリンクさせることも可能です。ただし，黄色や，青で網掛されている部分は初期化を実行すると消去されるようにプログラムが組まれていますので，このエリアには計算式を設定で下さい。

2 WS1，WS2の計算式を修正すると借入金が正しく計算できない

メニュー№Ｃ　各種処理　→　６：システム部分表示（６と入力）で表示されたＷＳ１及びＷＳ２は借入金及び日本政策金融公庫の様式を作成するために用意されています。この２つのシートの計算式を修正すると借入金及び日本政策金融公庫の様式が正しく計算されなくなりますので修正してはいけません。修正する場合は各人の責任の範囲で実行してください。

3 罫線で囲まれた様式の挿入，削除はできない

罫線で囲まれた部分が印刷される帳票となっています。この印刷範囲内で 行 の挿入，削除や，　列　の挿入，削除を実施するとマクロ（プログラム）が正しく動かず，間違った計算結果になります。行　列　の挿入削除はできません。

4 シートの名称変更はできない

シート名でマクロ（プラグラム）を実行させているので，シート名を変更するとマクロが動かなくなります。シートの名は変更できません。

このように，このシステムで使われているシートをカスタマイズ（修正・変更）するのは制約条件が大きく面倒です。システムで使われているシートをカスタマイズするのではなく，後述するように，システムで使われているシートをコピーすると自由自在にカスタマイズが可能です。
２．システムで使われているシートをコピーしてカスタマイズ

(1)隠している部分を表示させる，[ 保護の解除 ]を使う

　メニュー№Ｃ　各種処理　→　６：システム部分表示（６と入力）　→　ＯＫ。

メニュー№Ｃ　各種処理　→　２：保護の解除（２と入力）　→　ＯＫ　といる２つの処理は同様です。

(2)シートをコピーする

　カスタマイズしたいシートをコピーします。コピーしてしまえばシステムで使っているシートではなくなるので，どのようにカスタマイズしても構いません。

罫線で囲まれた部分の計算式の変更，罫線で囲まれた部分の行・列の挿入・削除，隠れていたエリアの行・列の挿入・削除・修正，シート名の変更等どんな処理を行っても構いません。
　
(3)色々なマクロ実行のためのボタン（オブジェクト）を削除する

　マクロを実行するために，各種シートには色々なボタンが配置されています。このマクロを実行するボタンは，特定のシートでマクロを実行するために配置されているので，コピーしたシートで上手く動く場合と，そうでない場合があります。シートをコピーしたあとで，マクロのボタンを削除する方法を解説します。
1 シートをコピーします

　コピーしたいシート（事例では　入力ＰＬ　シート）の上で右クリック　→　移動またはコピー（Ｍ）　→　シートの移動またはコピー　のダイアログボックスが表示される　→　

メニューを選択（メニューの前のシートにコピーしたいので）　→　コピーを作成する（Ｃ）に☑　をつける　→　ＯＫ　でメニューシートの前に　入力ＰＬ（２）という名称で新しいシートがコピーされる。
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2 シートに配置されたマクロ実行のボタンを削除します

Ｃtrl　とします　→　ジャンプのダイアログボックスが表示されるので　セルの選択（Ｓ）を選択　→　選択オプションのダイアログボックスが表示されるので　オブジェクト（Ｂ）を選択　→　ＯＫ　→Ａ１～Ｂ１に配置された　マクロのボタンが選択された　→　Ｄeleteで選択されたマクロボタンが削除されます。

Ｃtrl  ：通常はキーボードの左下に配置されています。

Ｄelete：通常はキーボードの右上に配置されています。
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(4)様式を活用するために計算式をまとめて削除する

　通常のＤelete以外に計算式だけ削除する方法があります。このシステムの様式をそのまま活用したりするときに便利です。
　Ｃtrl＋Ａ（データが格納してある全てのエリアが選択されます，所定のエリアを手操作で選択してもかまいません）　→　Ｃtrl＋Ｃ　→　選択してあるエリアの上でどこでもかわまない　右クリック　→　下図の用に　値（Ｖ）を選択　→　計算式が全て値に変更された。
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　カスタマイズしたシートをこのシステムに残しておいても，ほかのファイル（Excelではブックといいます）に移動させても構いません。ただし，計算式がある状態で他のファイルに移動またはコピーをすると，元のファイル（このシステム）とコピーしたファイルがいつもリンクが張られている状態になり，Excelを操作しにくくなるので注意して下さい。

　上記の(3)以降の処理は，コピーしたシートの計算式を自由に変更できる処理（メニュー№Ｃ　各種処理　→　２：保護の解除）が実行されているためです。この処理をしておかないと計算式が保護されているので自由にカスタマイズすることができません。メニューから実行させる処理を前提にしたカスタマイズではなく，自由にExcelをカスタマイズする方法を後述します。戦うExcelというソフトをインストールすることで，今回のシステムだけでなく，全てのExcelの操作が簡単になり，高度化します。

３．戦うExcelとはなにか
(1)戦うExcelを作成した理由＝いまも皆さんは悩んでいる

　１５年ほど前になる。沖縄の観光業者の仕事をしているときに，店舗の商品コーナーの売上を管理するExcelシートを作って入力をお願いしてきた。東京の事務所へ電話がかかってきた。お客様「Excelの計算式を壊してしまいました。どうやって直すのですか？」　私「シフトキーを押して＝（イコール）を入れて下さい」　お客様「 ほ　が出てしまいました…」　私「 ほ……，ほ ってなんですか？」（ ＝　と　ほ　は同じキーに配置されている）私がなんとか　ほ　の問題をクリアーしたあと，「Ａ３をクリックしてください，次に ＋　（プラス）を入れて下さい」　お客様「こんどは　れ　がでました…」（ ＋　と　れ　は同じキーに配置されている）
　ほ だとか れ だとか,こうして話すこと１時間余り。悲しくなりませんか。この問題を解決すべく作成したのが　戦うExcel　というソフトです。私は１５年前にこの問題を解決（計算式を保護して上書きできないようにする）しましたが，いまだにみなさんはこの問題に悩まされているはずです。解決策として，計算式の入っているセルに　黄色やピンク（信号と同じ発想）で網掛し，ここは入れてはいけないと部下，同僚，お客様にお願いしています。この問題を解決するのが　戦うExcel　です。戦うExcelをインストールすれば，シートのカスタマイズだけでなく，みなさんのExcelを使ったすべての業務効率が高度化します。
(2)戦うExcelの４つの機能
  戦うExcelに，Excel2000～2003対応版と，Excel2007，2010，Excel2013対応版の３つがあります。Excel2000～2003対応版は９５の機能，Excel2007，2010，Excel2013対応版には９６の機能があります。それぞれのフォルダーに操作マニュアルがあるので，操作を習得して下さい。９６の機能を全て覚える必要はありません。基本的な４つの機能だけ使えれば十分です。それ以外は読者の皆さんの使い勝手の良い機能だけ使って下さい。
Excel2013では以下のようにイストールされます。アドインというタブが追加されその中に　戦うExcel　がインストールされます。Excel2007，2010も同じです。

Excel2000～2003は通常のメニューと同じ状態でインストールされます。
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1 計算式ツールバー（ユーザー設定のツールバー）を使う

＝　＋　－　／　* （　）　などがあります。／は÷で，*は×です。キーボードから入力せずに，アイコンをクリックすることで計算式を入れることができます。その他に，行の挿入・削除，列の挿入・削除，罫線を消す　グリッド，特定のセルの部分をオブジェクトとして他のセルに反映させる　カメラ　といった使い勝手の良い機能が計算式ツールバーに設定されています。
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2 計算式の保護と解除

選択しているシートの全ての計算式を保護して上書きできないようにする　[計算式の保護]　と　シートの全ての計算式を保護する　[ 保護の解除 ]　があります。計算式の保護と解除と，[ 計算式のみ網掛 ]　[ 数字のみ網掛 ]　を組み合わせて使うと効果的です。 
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3 カーソルの移動を制御する

Excelの入力は下図のように，入力する範囲を指定して，

数字（又は文字）入力　→　Ｅnter 　→　数字（又は文字）入力　→　Ｅnter　とすることで，連続入力ができます。数字（又は文字）入力　→　↓（又は → ← ↑） →　数字（又は文字）入力　→　↓（又は → ← ↑） だと連続して入力することができないので注意して下さい。この操作方法の違いは入力効率を大きく左右します。

[ 移動 ]　→　[ 右へ移動（Ctrl＋I）]　としてから，範囲を指定し　数字（又は文字）入力　→　Ｅnter 　→　数字（又は文字）入力　→　とすると，上下左右（事例では右へ移動）自由に移動します。Ｅnter　を使わずに　↓ ↑ → ← を使うと，選択した範囲が解除され連続入力ができなくなります。

どんなメニューでも構いません。いちど，戦うExcelをクリックしてメニューを使うと，Excelの裏側に戦うExcelが見えないように立ち上がるので，ショートカットキー（Ctrl＋I）　や　（Ctrl＋T）　が使えます。保護の解除（Ctrl＋Q）　計算式の保護（Ctrl＋E）も同様です。

[image: image15.png]=R SExcelBls -
AR -

HER, 2B, 85F, XF, I5-IESER
EEoEE

HER0HES

ZE0HES

I5-0EE

A




[image: image16.png]11





4 ヘッダー，フッダーに時間，シート名，ファイル名を入れる

一番簡単な操作なのですが一番大切な機能です。ナレッジマネジメントを実現するための機能と考えてよいでしょう。ナレッジマネジメントは知識・知恵を上手に使う経営と理解すると良いでしょう。

知識・知恵はどこにたまるでしょうか？　知識・知恵のたまる場所は３つです。１番目は頭のなか。二番目は紙。三番目がファイルです。インターネットは三番目のファイル情報を世界中で共有化する技術と考えるとよくわかります。

我々のナレッジ情報は，過去学び，蓄積し，お客様に提案した情報である，その全てはほとんどファイルで作られています。このファイルは，Excelだけでなく，Word，Powerpoint，PDF，TXT等で作成されています。この知識・知恵の塊であるナレッジ情報を検索するためには，検索するための情報がExcelに表示されていなければなりません。[ 印刷 ]　→　[ 時間，シート，ファイル名の設定 ]　と実行することで，Excelのヘッダー右側に　印刷時間　が，ヘッダー中央に　ファイル名　が，フッダー左側に　ファイル名が表示されます。こうすることで，PCの機能をつかって，短時間で探しているファイルを検索することができます。検索だけでなく，印刷時間が表示されるので，Excelの履歴管理も実行することができます。

Ａ４（縦，横）１枚ものを作る場合が多いので，ヘッダー，フッダーの設定だけでなくＡ４様式１枚に自動的に縮小され，横中央に表示させる機能を加味した，[ A4【縦】１枚に自動計算縮小印刷する設定（ヘッダー，フッダー有り） ]　や　[ A4【横】１枚に自動計算縮小印刷する設定（ヘッダー，フッダー有り） ]　を使うと便利です。
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４．戦うExcelをインストールする

(1)Excelのセキュリティーのレベルを下げる
Excelのセキュリティのレベルを下げないと　戦うExcel　はインストールできません。Excelのバージョン毎に設定方法が異なるので●～●ページを参考にしてセキュリティーのレベルを下げて下さい。

(2)戦うExcelシステムファイルをどこでもいいからコピーする

３つの戦うExcelのうち，該当するExcelバージョンの　戦うExcel　のフォルダーをＣＤ－ＲＯＭから所定の場所（デスクトップでも，マイドキュメントでも，自分で作成したフォルダーでもどこでも構わない）にコピーします。３つの戦うExcelフォルダーは以下の通りです。

Excel2000～2003の場合　戦うExcel_上級_2000～2003　というフォルダー

Excel2007，2010の場合　戦うExcel_上級_2007～2010　というフォルダー

Excel2013の場合　　　　戦うExcel_上級_2013　というフォルダー

(3) 戦うExcelのファイルをダブルクリックする

上に(2)でコピーした，戦うExcelのファイルの中に格納されている所定のファイルをダブルクリックすると，戦うExcelがインストールされます。戦うExcelはシステムファイルです。通常のExcelのような状態でインストールされると，文書や計算式を格納したExcelとして使われてしまうので，非表示の状態でインストールが完了します。

非表示は画面が真っ黒になっており，通常のExcelのセルが表示されない状態です。Excelが壊れたわけではありません。あえて非表示にしてインストールするようになっているので問題はありません。このままではExcelが使えませんので，戦うExcelがインストールされた状態（非表示の状態）のExcelをいったん終了します。
ダブルクリックする　３つの戦うExcelファイル　は以下の通りです。
Excel2000～2003の場合

■121112 戦うExcel_上級_Ver10.2_2000_2003■　というファイルをダブルクリック

Excel2007，2010の場合

■121112 戦うExcel_上級_Ver11.1_2007～2010■　というファイルをダブルクリック

Excel2013の場合

■121112 戦うExcel_上級_Ver11.1_2013■　というファイルをダブルクリック

(4)普通にExcelを使う
　インストール終了後，一度Excelを終了します。もう戦うExcelはインストールされているので，通常通りの使い方でExcelを立ち上げます。新規作成でも，みなさんが作業中のExcelファイルをダブルクリックで開いても構いません。Excelのメニューがスタンバッテいるので，必要なExcelのメニューを選択すると，戦うExcelが裏側で自動で立ち上がり（非表示で立ち上がる），所定のメニューを実行してくれます。

(5)注意事項

① 再度　戦うExcelのダブルクリックは不要です

一度インストールすれば戦うExcelはメニューとして表示され使用可能になっています。戦うExcelを立ち上げようとして毎回，　戦うExcel　のシステムファイルをダブルクリックする必要はありません。最初にインストールした場所に　戦うExcel　があるだけで機能します。
2 戦うExcel　のファイルを移動すると使えなくなる
インストールした後で，戦うExcelのシステムファイルを移動すると，戦うExcelは使えなくなります。フォルダー毎移動しても同じように使えなくなります。メニューとしては存在する（見えている）のですが，メニューを実行させるボタンを押すと，移動する前の場所にある，　戦うExcel　のシステムファイルを読みに行き起動します。この時に，戦うExcel　のシステムファイルがそこにないので，戦うExcel　を起動することができません。つまりエラーが発生します。その際は，

・戦うExcelシステムファイルを元の場所に戻して元通り使う。

・マニュアルを見て戦うExcelのメニューを削除する。

　　のいずれかを行って下さい。戦うExcelのインストール，アンインストールのマニュアルは　戦うExcel　フォルダーに格納されています。

3 戦うExcel　をアンインストール（削除）する（Excel2000～2003，Excel2007，2010）

戦うExcelをアンインストールするときは，戦うExcelのメニュー（戦うExcel削除）から，削除（アンインストール）を実行して下さい。この際，インストールした場所に，戦うExcelのシステムフォルダーがないとメニューからの削除（アンインストール）はできません。戦うExcelを削除（アンインストール）した後で，戦うExcelのシステムファイルを他の場所（デスクトップ，マイドキュメント，自分で作成したフォルダー）に移動して，新たにインストールして使用して下さい。
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4 戦うExcel　をアンインストール（削除）する（Excel2013）
Excel2013は，戦うExcelファイルをダブルクリックし，非表示の状態で，戦うExcelのメニュー（戦うExcel削除）から，削除（アンインストール）を実行して下さい。上記③と同じ要領（通常のExcelが開いている状態でメニューからアンインストール）すると，実行時は削除されたように見えますが，Excelを再度立ち上げると　戦うExcel　がアンインストール（削除）されずに残っています。
5 マニュアル等
それぞれの　戦うExcel　のフォルダーにマニュアルを用意してあるので使い方の参考にして下さい。また，機能を限定しメニューの数を１６に限定した　戦うExcel　の基本バージョンが用意されているので，お客様に配って使用方法を指導して下さい。そうすることで，喜んでもらえるだけでなく今回のシステムや，みなさんが指導のために配布するシステムを壊されなくなります。

マクロのセキュリティのレベルを下げると，マクロウイルスに感染する恐れがあります。マイクロソフトはこれを恐れて，マクロのセキュリティのレベルを上げてシステムを販売しています。しかしマクロのセキュリティのレベルを上げることで，マクロウイルスに感染する恐れは減りますが，使い勝手が悪くなり，簡単にマクロを実行することができなくなります。ウイルスについては，市販のウイルス対策ソフトを使うことで対処して下さい。
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戦うExcel_上級_2000～2003　フォルダーの内容
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戦うExcel_上級_2007～2010の内容

戦うExcel_上級_2013の内容
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戦うExcel_基礎の内容

　
５．ファイル名の管理方法

　私が実施しているファイル名の管理方法を解説します。①作業途中状態の管理，②完成したファイル内容の把握，③迅速な検索の実行の観点からの管理方法です。
(1) 作業途中状態の管理

いまは少なくなりましたが，以前はファイルが固まる（フリーズする）という現象がよく起こっていました。メモリーの容量とCPUの処理能力によりこうした現象がおこっていたようです。いまは，メモリーの容量も増え，CPUの処理能力も向上しているので，フリーズ対策は必要ありませんが，作業途中状態の管理は依然として大切です。

徹夜してお客様向けのシステムを作っていました。フリーズしないように上書きをまめに実行していたので問題はないハズでした。朝の５時頃だと思います。最後のマクロを実行させたとたん，プログラム記述のミスで計算式が大幅に削除されてしまいました。アッと思い，いきなり上書き保存結果，ミスした計算式の状態で保存されてしまいました。徹夜の作業はこの一瞬で無駄になりました。この失敗から履歴管理の必要性を痛感し，簡単にできる履歴管理を目指して，以下の手法が生まれました。

1 別名で保存を使いながら，版数を管理する

ファイルの名称が

130831 佐藤土木株式会社 中期利益・資金計画策定システムⅢ Ver4.31.xlsm とします。

切の良いところで，ファイル名を変更して別名で保存をします。

新しいファイルの名称は，

130831 佐藤土木株式会社 中期利益・資金計画策定システムⅢ Ver4.31-01.xlsm です。こういった要領で，上書き保存をしながら，-01　-02　-03　といった要領で名前を変えて別名で保存します。どこで壊れても，上書き保存で間違っても，少し前までは戻れますので問題はありません。ファイルも順番に並んでくるので間違えることはありません。

別名での保存をしながら，たまってきた　-01　-02　-03　というファイルを，backup　というフォルダーを作って移動しておきます。こうすることで，少し前の古いファイルを間違って使ってしまうという危険を回避できます。
2 拡張子を表示させない

上記①の方法を使い別名で保存すると，ファイルの最後についている　.xlsm　という拡張子は邪魔になります。拡張子を表示させないようにしておくとこの作業が楽になります。

ウインドーの旗を左クリック　→　コントロールパネル　→　右上の表示方法を　大きいアイコン（L）又は，小さいアイコン（S）→　フォルダーオプション　→　フォルダーオプションのダイアログボックスが表示される　→　表示　→　登録されている拡張子は表示しないを☑　→　適用（A）→　OK　で拡張子は表示されないようになります。こうすることで，履歴の管理がしやすくなります。
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(2)完成したファイル内容の把握

130831 佐藤土木株式会社 中期利益・資金計画策定システムⅢ Ver4.31-01から始まり，-02　-03　-04　とします。-04で一応完成とします。この時にファイル名を変更して保存します。130902 佐藤土木 中期利益・資金計画策定システムⅢ Ver4.31　売上増加　とします。130831から130901としたのは，ファイル（システム）を使い始めた日が2013年8月31日で，一応の完成が　2013年９月１日という意味です。そして　佐藤土木株式会社は短縮名の佐藤土木に変更し，ファイルの最後尾の　-04 をとり，売上増加　に変更しました。-04　を取ったということは一応完成した（途中ではない）ことを意味し，売上増加　という記述を加えたことは　シミュレーションは　売上をガンガン増加させる案を採用したということがわかります。売上増加　ではなく　限界利益改善　とは，リスケ　といったようにファイル名を一部加えることで，ファイルの内容をある程度把握できます。

(3)迅速な検索の実行
　ナレッジマネジメントを実現するためには，ナッレッジの塊である，ファイルを蓄積するだけでなく，一瞬で探せるようにしていなければなりません。ファイルの探しかたとして多くの人が採用しているのが，フォルダーを作ってその中に入れておくという方法です。
　図書館方式といったらわかると思います。大分類　社会科学　中分類　会計　小分類　計画策定　といった具合です。この分類方法でフォルダーと作り，さらにフォルダーの中にフォルダーを作ります。こうしてみなさんのパソコンも，会社のパソコンもマトリョーシカ（人形の中に人形がはいっている　ロシアの人形）になります。フォルダーを開き，またフォルダーを開き，またフォルダーを開きやっとファイルを見つけます。見つかればよいのですが，探しきれなくてまた作ります。そして計算式を壊してしまって…。また無くして…。といったことの繰り返しが通常のパソコンを使った業務になっています。

　計算式を壊すことは　戦うExcel　を使うことで回避できるようになりました。次は，このマトリョーシカ状態から抜け出すことです。そのためには，①検索機能を使う，②ファイルに検索できる条件を埋め込んでおくことです。
　検索機能は　OS　によって異なりますが，Windows７の場合はフォルダーを開くと右上に検索用のインプットボックスが表示されます。そこで　ファイル名　を入力すると検索ができます。下図では　佐藤土木　と入力しました。
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130902 佐藤土木 中期利益・資金計画策定システムⅢ Ver4.31　売上増加　が完成した不ファイル名です，下図の用に　キーワードを３つ入れればこのキーワードが全て入っているファイルを検索してくれます。
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でも，
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でも構いません。要は，検索しやすいキーワードをファイル名に入れておくと迅速な検索が可能になってきます。
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